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発表の概要 

この発表では、「協力の力」と「幸福感・ウェルビーイング」の関係について探る。本発

表は、大学教職員のウェルビーイングの観点を調査した研究結果を基礎としている。

これらの結果は、教師の視点が指導効果にどのような影響を与えるかについてのより

広範な議論と結びついている。この議論では、「教育環境の問題」、「協力」、「幸福」

の関係を検証し、今後の教育環境や教育方法の可能性を探る。個人の取り組み（ミク

ロレベル）、組織内の取り組み（メゾレベル）、大学レベルや社会全体の取り組み（マク

ロレベル）を提案することで、協力と幸福を高めるための実践的かつ理論的なアイデア

を提示する。教官の幸福に焦点を当てたこれまでの研究成果に加え、学生、職員、

大学、さらには地球規模での「幸福感・ウェルビーイング」へと話を広げていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


